
(令和７年度事業計画

○ 交通事故発生状況

令和６年中の県内における交通事故発生状況は、発生件数2,671件（前年比－50件）、

死者数55人（前年比±０人）、負傷者数3,045人（前年比－51人）となった。

発生件数・負傷者数・重傷者数は前年より減少したが、死者数は同数で、歩行中の事

故で亡くなった人が24人(前年比＋２人）で全体の44％を占め増加したほか、飲酒運転に

よる死者が１人(前年比＋1人）となっている。

○ 活動重点

「令和７年新潟県交通安全広報計画」等を総合的に勘案して、令和７年の活動重点を

昨年に引き続き次のとおりとする。

(1) 高齢者の交通事故防止

交通事故死者数に占める高齢者の割合が21年連続で過半数を占めており、また、高

齢運転者の加害事故による死者数も23人で全死者の41.8％を占めるなど、高齢者が被

害となる事故の防止とともに、高齢運転者が加害者となる事故の防止も大きな課題と

なっていること

(2) 歩行者及び自転車の安全確保

歩行中の事故や自転車乗車中の事故、若者や高校生、子どもの事故が多く発生して

おり、横断歩道横断中の交通事故死者数は減少したものの、自転車が関与している事

故が多く発生しており、ヘルメットの着用が浸透していないこと

(3) 飲酒運転の根絶

飲酒運転追放世論の高まりや厳罰化にもかかわらず、依然として飲酒運転による事

故が交通死亡事故を含め発生していること

(4) シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

チャイルドシート及び後部座席のシートベルトの着用率及び自動車乗車中事故死者

の着用率が相変わらず低いこと

○ その他

新潟県では「第11次交通安全計画」等を踏まえて、一層効果的な交通安全対策を推進

し、交通事故全体の減少を図ることとしていることから、当協会としては、新潟県・新

潟県警察をはじめ、市町村、関係機関・団体等と緊密に連携しながら、各地区交通安全

協会とともに以下の各事業を実施する。

なお、これらの事業の実施に当たっては、より多くの県民からの理解と賛同を得て、

参加や支援いただくなど、その効果が上がるよう実施方法の改善に努めることとする。



１ 公益事業

(1) 交通安全に関する広報啓発事業

本事業は、当協会が民間における交通安全活動の中核組織として、また、新潟県公

安委員会から唯一「新潟県交通安全活動推進センター」の指定を受けている立場にお

いて、交通安全に関する広報啓発・教養訓練等以下の事業を推進することにより、県

民の交通ルールの遵守と交通マナーの向上を図り、交通事故のない安全で安心な新潟

の実現に寄与するために実施する。

なお、多くの県民から交通安全活動の理解と賛同、参加や支援が得られるよう、各

種広報媒体を活用した訴求力の高い交通安全広報の実施に努め、交通事故防止に向け

た全県民的気運の醸成を図る。

ア 交通道徳の普及啓発と交通安全を図るための広報啓発

県民の交通ルールの遵守と交通マナーの向上を図り、交通事故を防止するための

広報啓発事業として、一般県民を対象に以下の事業を実施する。

推 進 項 目 推 進 事 項

交通安全運動の効果 関係機関等との連携の下に各地区協会と一体となって下

的な推進 記運動の周知と盛り上げを図る。

(1) 全国運動

･ 春の全国交通安全運動 ４月６日(日）～15日(火）

･ 秋の全国交通安全運動 ９月21日(日）～30日(火）

(2) 県の運動

･ 止まって！横断歩道キャンペーン

４月１日(火)～令和８年３月31日(火)

･ 夏の交通事故防止運動 ７月22日(火) ～31日(木）

･ 高齢者交通事故防止運動 10月１日(水）～31日(金)

･ 冬の交通事故防止運動 12月11日(木) ～20日(土)

(3) 県と共催

･ 高齢者参加型交通安全運動

「いきいきクラブ・チャレンジ１００」

９月23日(火）～12月31日(水)

(4) その他

・自転車ヘルメット着用促進キャンペーン

４月１日(火)～令和８年３月31日(火)

・自転車安全月間 ５月１日(木）～31日(土）

・県民交通安全フェア ～ 交通安全県宣言記念行事

７月25日(金)「新潟テルサ」

交通安全広報の推進 ・ 「交通安全だより」の発行（４月・９月・１月）

・ 交通安全ポスター、リーフレットの作成配布（７月・12月）



・ 交通安全標語、交通安全写真の一般募集（４月～８月）

交通安全広報の推進 ・ 交通安全カレンダーの作成配布（10月～12月）

・ 飲酒運転追放広報等の推進（12月～１月）

・ ランドセルカバーの配付（２月）

・ 交通安全のぼり旗の作成掲出(通年）

・ マスメディアを利用した広報(交通安全運動期間)

・ 協会ＨＰを活用した交通安全広報(通年)

自転車の安全利用の ・ 自転車整備店等と連携した整備された自転車の利用とＴ

促 進 Ｓマーク貼付の促進

・ 自転車安全月間の積極的推進（５月１日～31日）

・ 自転車シミュレータを活用した安全教育の推進

交通安全教育資器材 以下の交通安全教育資機材等の計画的整備充実と協会Ｈ

等整備及び貸出 Ｐ等による貸出制度の周知広報を推進する。

・ チャイルドシート（61台)

・ 交通安全ＤＶＤ （44枚）

・ 高齢者俊敏性測定器（クイックアーム)

・ 高齢者認知判断行動測定器（クイックステップ)

・ 高齢者認知判断行動測定器（クイックキャッチ)

・ 飲酒状態疑似体験メガネ （３式）

・ 自転車交通安全教室用具一式

・ 自転車シミュレーター （４式）

イ 交通安全のための教育訓練

○ 各種大会等の開催

高齢者や子ども等の安全な通行方法の実践及び自転車・二輪車の安全な利用に必

要な知識・技能の習得等に関する教育訓練を効果的に実施することにより、高齢者、

子ども等の交通事故防止と自転車・二輪車の関与する交通事故防止を図るために、

以下の事業を実施する。

推 進 項 目 推 進 事 項

自転車交通安全指導 自転車安全教育指導員認定講習会の開催

員の育成 ５月23日（金） 新潟市黒埼地区総合体育館

６月26日（木） 上越市カルチャーセンター

交通安全高齢者自転 10月18日（土）新潟市黒埼地区総合体育館

車大会



「いきいきクラブ・ 県と共催で、９月23日(火)から12月31日(水)までの

チャレンジ１００」 １００日間、高齢者参加型交通安全運動「いきいきクラブ

の実施 ・チャレンジ１００」を実施する。

ウ 交通関係功労者（団体）並びに優良運転者の表彰

交通安全に功労のあった個人・団体・学校等、及び長年無事故・無違反で他の模

範である優良運転者を表彰することにより、受賞者(団体等）の更なる交通安全意

欲等を高め、交通安全活動の活性化を図るために、以下の表彰を実施(上申)する。

推 進 項 目 推 進 事 項

表彰候補者の上申 ・ 交通栄誉章緑十字金章・銀章・銅章

対象 … 交通安全功労者、優良運転者

・ 全日本交通安全協会会長表彰

対象 … 団体、事業所、学校、交通安全協会

・ 関東管区警察局長・関東連合会会長連名表彰

対象 … 交通安全功労者、優良運転者、団体、

事業所、交通安全協会

・ 関東連合会会長表彰

対象 … 優良職員

表 彰 の 実 施 ・ 本部長連名表彰

対象 … 交通安全功労者、優良団体、優良会社・事

業所、優良学校、優良交通安全協会、優良運

転者

・ 交通部長連名表彰

対象 … 年間功労地区協会

・ 県協会会長表彰

対象 … 永年勤続優良職員、退任役員、退職職員、

功労団体・功労者、年間功労地区協会

エ 交通安全教育資料、交通安全用品等の普及促進

交通安全教育資料及び交通安全用品を普及することにより、県民の交通安全意識の

向上と交通事故被害防止を図るために、以下の事業を実施する。

推 進 項 目 推 進 事 項

交通安全教育資料の 交通の教則、交通安全自己診断、自転車の交通安全ブッ

斡旋・無償配布 ク、交通安全リーフレット・チラシ等交通安全教育資料を

交通安全関係団体及び県民へ斡旋又は無償配布



高齢者参加型交通安 県と共催の「いきいきクラブチャレンジ１００」参加者

全運動参加者へ反射 全員に反射材シールと高齢者交通安全リーフレットを無料

シール等の配布 配布

交通安全用品の斡旋 ・ ７月25日(金) 開催の「県民交通安全フェア」会場にお

いて反射材の効果実験、交通安全用品の紹介と斡旋

・ 協会ＨＰ及び「交通安全だより」による反射材グッズ

の紹介

オ 交通事故相談

交通事故当事者等から交通事故に関する悩みを聞いたり、交通事故に関する知識を

教示することにより、交通事故に対する適切な対応を可能にするとともに、経済的、

精神的負担の軽減を図るために、以下の事業を実施する。

推 進 項 目 推 進 事 項

交通事故相談所の開設 安協会館１階専用相談室において交通事故相談所を執務

時間中に開設、相談を受理する。

交通事故相談担当機関 県弁護士会、県交通事故相談所、損害保険関係機関等と

との連携強化 連携し、適切な教示に努める。

被害者支援団体等との にいがた犯罪被害者支援センター、日本司法支援センタ

連携 ー等と連携し、交通事故被害者の支援に協力する。

カ 地区交通安全協会の交通安全事業に対する支援・協力

地区交通安全協会活動の活性化を促進するために、以下の事業を実施する。

推 進 項 目 推 進 事 項

交通安全活動事業に ・ 年間の活動重点の設定

関する指導・調整 ・ 県下事務局長会議開催 ４月中旬

会 員 管 理 ・ 交通安全活動の理解者・支援者を拡大するための地区

交通安全協会活動状況等の広報

・ 入会の受理、会費の受領

・ 会員に関する情報の一元的管理及び会員所属地区協会

への会員情報の送付



女性部活動等への費 ・ 子ども、高齢者、家庭等に対する交通安全に積極的に

用の一部助成 取り組んでいる地区女性部への活動助成

・ 子ども、高齢者を対象に実施する自転車教室、高齢者

交通安全教育、その他積極的な交通安全活動への助成

交通安全教育用資器 当協会が管理している交通安全ＤＶＤ、 飲酒状態疑似体

材の無償貸出 験メガネ、高齢者俊敏性測定器、高齢者認知判断行動測定

器、自転車交通安全教室用具等の無償貸出

(2) 交通の安全と円滑の確保に寄与する受託事業及び関連事業

ア 運転免許関係事業…受託事業

○ 更新時講習事業

運転者の交通安全意識の向上と交通事故の防止を図り、交通の安全等に寄与す

るために優良、一般、違反及び初回の各運転者講習を実施する。

○ 運転免許事務補助(窓口)事業

運転免許窓口業務を適正に処理することを通じて交通の安全等に寄与するため

に以下の業務を実施する。

・ 免許更新者に対する申請手続き

・ 再交付申請者に対する申請手続き

・ 記載事項変更届出者に対する手続き

・ 付随事業

優良運転更新者で免許証郵送希望者の郵送手続き等

イ 原付講習…受託事業

原付の関与する交通事故の防止を図り、交通の安全等の確保に寄与する目的で原

付免許取得希望者に対し、原付バイクの安全な運転に必要な知識及び原付バイクの

操作方法や安全走行に必要な技能を習得させるための法定講習を地区交通安全協会

と連携して実施する。

ウ 道路使用許可申請に係る現地調査等事業…受託事業

道路工事等の道路使用に係る交通事故等の道路における危険及び交通渋滞等の道

路障害を防止して、交通の安全等の確保に寄与するために、道路使用許可に係る業

務を実施する。

エ 新潟県警察手数料収納事務…受託事業

新潟県警察が取り扱う各種申請・許可に伴う手数料の収納業務を行う。

２ 収益事業(公益目的事業に資する事業)
(1) 自動車保管場所証明等に係る事業…受託事業

ア 自動車保管場所事務補助

イ 自動車保管場所証明に係る現地調査



(2) 施設賃貸等事業

・ 当協会会館１階事務室の一部を公益社団法人団体に賃貸する。

・ 当協会会館敷地の一部を部外者に駐車場として賃貸する。

(3) 証明用写真撮影事業

運転免許センターにおいて、運転免許証再交付申請者、国外運転免許交付申請者等

の利便に資することを目的に運転免許用写真の撮影を行う。

３ 主要会議の開催

推 進 項 目 推 進 事 項

評 議 員 会 の 開 催 ・ 定時評議員会 ６月中旬

理 事 会 の 開 催 ・ 通常理事会 ５月下旬、３月上旬

各 委 員 会 の 開 催 ・ 運営委員会 ５月中旬、２月下旬、必要な都度

・ 表彰委員会 ６月中旬、２月中旬、必要な都度

４ 研修会等の開催・参加

事業活動を適正、かつ効果的に推進するために各種職員研修会等を実施する。

各種研修会等の 〔県内会議関係〕

実施及び参加 ・ 自動車保管場所・道路使用現地調査員会議 ４月

・ 県下事務局長会議 ４月

・ 更新時講習指導員（優良・一般、違反・初回）認定講習会

随時

・ 女性部研修会 10月

・ 新任事務局長事前研修（３月）

・ 新採用職員研修（３月）

〔全国会議関係〕

・ 都道府県道路使用適正化業務担当責任者研修会 ５月

・ 関東交通安全協会連合会定期総会 ５月

・ 地域交通安全活動推進委員全国研修会 ６月

・ 一都十県経理担当者会議（９月）

・ 自転車安全整備制度推進関東ブロック会議 10月

・ 関東交通安全協会連合会専務理事・事務局長会議及び研修会

10月

・ 全国交通安全国民運動中央大会分科会 １月

・ 全国交通安全協会専務理事等会議 ３月


